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特派員のページ

　多羅尾小学校の児童８人が２月２４日、カラフルに塗
色された野鳥用巣箱を樹木に設置しました。
　この巣箱は、整備が進められている多羅尾代官陣
屋跡に野鳥の住む場所を確保するため、保存会と児
童の皆さんが協力して作られたものです。多くの野
鳥が営巣してくれるものと期待しています。
　４月１日から、多羅尾代官陣屋跡の一般公開が始ま
りました。ぜひお越しください。

　「料理は女性の仕事」なんて思っていませんか。
　羽ばたけ鮎河自治振興会は2月21日、東野集落セン
ターで「男性の料理教室」を開催しました。
　最初は、13人の参加者から「こんな格好初めてや」
と言う声も聞こえましたが、中には慣れた手つきの方
もおられ大活躍。揚げ物、煮物、おひたし、お菓子ま
で予定よりずいぶん早く出来上がりました。
　出来上がりの感想はというと、口をそろえて「おい
しい」と言う声が返ってきました。
　もちろん、後片付けも自分たちでやりました。

　
水
口
中
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
、
同
セ
ン
タ
ー
を
活
動
拠
点
と
す

る
「
み
な
く
ち
自
治
振
興
会
」
有
志
の
方
々
が
、

建
物
外
壁
の
塗
装
作
業
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
建
物
は
築
約
20
年
で
、
外
壁
塗
装

の
は
が
れ
た
箇
所
が
目
立
ち
、
沿
道
を
散
策
さ

れ
る
観
光
客
に
も
見
栄
え
の
悪
い
状
態
が
続
い

て
い
ま
し
た
。

　
化
粧
直
し
で
き
れ
い
に
仕
上
が
っ
た
こ
の
施
設
、

今
後
も
地
域
の
方
々
に
愛
着
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

大
切
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
南
杣
自
治
振
興
会
で
は
「
ふ
る
さ
と
発
見
ウ
ォ
ー
ク
」
が
実
施
さ
れ
、
20
代
か

ら
70
代
ま
で
の
男
女
合
わ
せ
て
50
人
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
治
の
中
世
城
館
遺
跡
へ
山
道
を
歩
き
、
丘

陵
地
に
あ
る
村む

ら

雨さ
め

城
、
寺て

ら

前ま
え

城
、
新し

ん

宮ぐ
う

城
の
遺

跡
を
め
ぐ
り
、
民
家
の
付
近
に
あ
る
倉く

ら

治じ

城
の

遺
跡
や
、
現
存
す
る
新
宮
神
社
楼
門
や
新
治
の

埋
も
れ
木
な
ど
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん

は
、
各
箇
所
で
甲
賀
市
歴
史
文
化
財
課
職
員
の

説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
さ
わ
や
か
な
晴
天
の
も
と
、
全
行
程
距
離
４
，

６
５
０ｍ
に
お
よ
ぶ
歴
史
と
の
ふ
れ
あ
い
の
ひ
と

と
き
で
し
た
。

今や男性も料理ができて当たり前？
� ［鮎河地域市民センター］

ま
ち
づ
く
り
拠
点
を
化
粧
直
し

�

［
水
口
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
］

南み
な
み

杣そ
ま

で
「
ふ
る
さ
と
発
見
ウ
ォ
ー
ク
」

�

［
甲
南
第
二
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
］

野鳥を呼び戻すために巣箱を設置
� ［多羅尾地域市民センター］

▶
村
雨
城
遺
跡
見
学
の
様
子

▲海老の下ごしらえを確認しながら慎重に行う参加者

▲建物の外壁を塗装される有志の方々

▲自分たちで色塗りをした巣箱を持つ多羅尾小の児童の皆さん

地域市民センター地域市民センター 東西南北東西南北
こうかまちかど特派員

東
海
道
を
よ
り
深
く
正
し
く
知
る
た
め
に

　
昭
和
63
年
、
こ
こ
土
山
に
て
町
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
、
東
海
道
宿
場
・
宿
駅
に
つ
い
て
よ
り
深

く
正
し
く
知
る
た
め
の
勉
強
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
が
「
第
1
回
東
海
道
五
十
三
次
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
で
す
。

　
回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
全
国
の
旧
宿
場
が
東
海

道
を
め
ぐ
っ
て
一

同
に
集
う
よ
う
に

な
り
、
こ
れ
ま
で

に
第
28
回
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

か
つ
て
の
五
十
三

次
の
宿
場
が
今
も

昔
の
よ
う
に
手
を

つ
な
ぎ
合
い
、
学

び
合
い
、
友
好
交

流
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

東
海
道
を
よ
り
楽
し
む
た
め
に

　
東
海
道
の
知
識
を
深
め
、活
用
で
き
る
よ
う
、「
東

海
道
検
定
」
を
全
国
各
地
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

検
定
に
合
格
す
る
こ
と
で
「
東
海
道
マ
イ
ス
タ
ー
」

の
称
号
が
与
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
生
涯
学
習
や
東

海
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
健
康
づ
く
り
、
ま
た
地

域
づ
く
り
に
役
立
て
る
こ
と
で
、
東
海
道
を
よ
り

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
土
山
に
あ
る
「
東
海
道
伝
馬
館
」
で
は
、
か

つ
て
の
東
海
道

の
街
道
や
宿
に

つ
い
て
の
展
示
、

特
産
品
コ
ー
ナ
ー
、

体
験
工
房
な
ど
が

あ
り
、
歴
史
に
ふ

れ
る
こ
と
が
出
来

る
ほ
か
、
土
山
ま

つ
り
な
ど
の
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
会
場

と
し
て
も
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

つ
な
が
っ
て
い
く
東
海
道

　
東
海
道
宿
駅
会
議
理
事
長
を
務
め
ら
れ
て
い
る

松ま
つ
や
ま山

正ま
さ

己き

さ
ん
は
、「
道
」
が
繁
栄
を
も
た
ら
し
た

人
・
物
・
文
化
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
今
後
も
引

き
継
い
で
い
き
、
町
づ
く
り
や
地
域
の
活
性
化
に

寄
与
し
て
い
き
た
い
と
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
取
材
を
通
し
て
、
地
域
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
、

多
く
の
人
に
こ
の
東
海
道
が
愛
さ
れ
、
五
十
三
次

が
こ
れ
か
ら
も
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
も
わ
が
街
東
海
道
に
想
い
を
馳
せ
て

み
ま
せ
ん
か
？

▲３月にあった東海道検定の様子

▲過去のシンポジウムの様子

▲土山町北土山にある東海道伝馬館

問
い
合
わ
せ

N
P
O
歴
史
の
道
東
海
道
宿
駅
会
議

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.tokaido.or.jp

事
務
局　
土
山
町
北
土
山
１
７
０
１
番
地

☎
６
６‐１
１
６
４

東
海
道
伝
馬
館　
土
山
町
北
土
山
１
５
７
０

☎
６
６‐２
７
７
０

開
館
時
間　
９
時
～
1７
時

休
館
日　
月
曜
日
・
火
曜
日
・
年
末
年
始

入
館
料　
無
料
（
体
験
工
房
は
有
料
）

　
私
の
住
む
土
山
町
は
、
か
つ
て
東
海
道
五
十
三
次
の
49
番
目
に
あ
た
る
宿
場
町
で
し
た
。

　
今
も
な
お
宿
場
町
の
面
影
を
残
す
街
並
み
は
、「
歴
史
の
道
１
０
０
選
」
に
も
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
歴
史
あ
る
東
海
道
を
学
び
、
愛
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
推
進
を
さ
れ
て
い
る
「
N
P
O
歴
史
の
道
東
海
道
宿

駅
会
議
」
を
紹
介
し
ま
す
。

岸
き し

　夕
ゆ

夏
か

　

東
海
道
の
魅
力
を
追
い
求
め
て
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